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高齢者とは，国際連合（United Nations）では 60 歳以上，世界保健機構（WHO）では 65 歳以



















2015 年版（４）において，我が国の 65 歳以上の人口の割合は，2020 年には全人口の 29.11%，2030
年には 31.60％，2070 年には 40.62％になると予想されている。厚生労働省（５）によると，100 歳
以上の高齢者は 47 年連続で増加し 2017 年には過去最多の６万 7824 人となった。岡山県では，
2035 年には全世帯に対して高齢者夫婦世帯数は 13％，高齢単独世帯は 14.8%，県の全人口に対し
て要支援，要介護認定者は 20.3%になると予想されている。高齢者人口の増加によって認知症者

















について 2013 年には 60 歳以上の６割が「グループ活動に参加したことがある」と回答している。













































つつある。人生 100 年時代の到来と言われ，90 歳を超えながらも多方面で活躍する高齢者の自伝
的書籍が多数出版され，それらの書籍には，生き生きとした明るい高齢者像が描き出されている。

























（３）NHK 番組「歌って心も体も若返る！」『団塊スタイル』，2015 年 10 月 23 日 NHK 放送，




（５）厚生労働省 Press Release  https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-12304250-
Roukenkyoku-Koureishashienka/0000177627.pdf（2019 年２月 15 日採取） 
（６）内閣府 平成 29（2017）年版高齢社会白書（全体版）
http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2017/html/zenbun/index.html（2018 年５月 27 日
採取） 
（７）内閣府 平成 25（2013）年度高齢者の地域社会への参加に関する意識調査結果（全体版）
http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h25/sougou/zentai/index.html（2018 年５月 27 日採取） 
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http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h27/zentai/index.html（2018 年５月 27 日採取） 
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http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000137669.html（2018 年５月 27 日採取） 
（11）平成 27（2015）年 岡山市第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
http://www.city.okayama.jp/contents/000213933.pdf（2018 年５月 27 日採取） 














































































































































































































































































（１）平成 29（2017）年 7 月 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 音楽編 
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07/1387018_6_1.pdf（2018 年 5 月 7 日採取） 
（３）平田勝・松平陽子『合唱音楽・その歴史と作品』，全音楽譜出版社，pp.1-2，1980． 













（11）Mead, G. H., Mind, self, and society: From the standpoint of a social behaviorist. The 
University of Chicago Press, 1934． 
（12）Neisser, U. G., The self perceived. In U. Neisser (ED) The perceived self: Ecological and 
interpersonal sources of self-knowledge. Cambridge University Press, pp.3-21，1993． 
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（14）榎本博明『「自己」の心理学－自分探しへの誘い－』，サイエンス社，pp.8-9，1999． 









































































































































































































































































































































































































1998）（83），AD 患者の BPSD2に関連する ADL を対象とした量的及び質的調査法に基づく研究
（鈴木・長澤・冨田他，2014）（84）等，医学や工学や心理学等多様な分野で行われている。AD 患
者についての障害の特性やAD 患者への介入による効果や変化を検証する研究が多くみられる。 




                                                   
1 認知症のなかで最も多く，男性よりも女性に多くみられる。脳にアミロイドβやタウ等のたん
ぱく質が溜まり，神経細胞が壊死して減少し，認知機能に障害が起こるとされる。 
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（87）Sole, C., Mercadal - Brotons, M., Galati, A., Castro M. D., Effects of Group Music Therapy 
on Quality of Life, Affect, and Participation in People with Varying Levels of Dementia. Journal 
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音楽活動 施設数 割合 
している 76 79％ 














当時，全国には特別養護老人ホームが 4214 施設あり，そのなかから 300 施設を無作為抽出して
調査を行ったところ回収率は 60.3％となり，回答のあった 181 施設中 176 施設が何らかの形で音
楽活動を行っていた。また，音楽活動の頻度については，表１-１-３の回答が得られている。  
 
表１-１-３．全国の特別養護老人ホームの音楽活動の設定 母数 178, 数字は施設数（％）（妹尾・武藤，2005） 
歌唱活動 演奏鑑賞 BGM 楽器活動（複数回答） 
1．不定期      43(24.3) 
2．週１回      33(18.5) 
3．週 2回以上  25(14.0) 
4．月 2回以上  25(14.0) 
5．自由       20(11.2) 
6．月 1回      16(9.0) 
7．毎日        15(8.4) 
 
無回答         1(0.6) 
1．不定期     86(48.3) 
2．年数回      55(30.9) 
3．月 2回      18(10.1) 
4．月 1回       12(6.7) 
5．年 1回        1(0.6) 
 
無回答         6(3.4)  
1．毎日決まった時間 
                5(47.8) 
2．不定期     70(39.3) 
3．希望した時   10(5.6) 
4．曜日を決めて  6(3.4)  
 
無回答         7(3.9) 
1．対象者に合わせた時間
























施設名 調査施設数 回答施設数 実施 未実施 平均年齢 
特別養護老人ホーム 72 48(66.7%) 37(77.1%) 11(22.9%) 81.7 歳 
老人保健施設 39 27(69.2%) 20(74.1%) 7(25.9%) 82.5 歳 
合計 111 75(67.6%) 57(76.0%) 18(24.0%) 82.0 歳 































































































































公民館名 講座名 開講日 
閉講日 










４ 35 600 女性対象 

















４ 60 600  

























４ 40 600  
















６ 30 900  






14 50 2100  
⑩ 玉島黒崎公民
館 






８ 30 1200  

























 佐賀短期大学健康福祉・生涯学習センターでは，地域在住の 65 歳以上の高齢者を対象に，平成
30 
 
























大学名 年間の全講座数 歌関連の講座名，内容 
岡山大学（22） 34（2018 年度） 無 
岡山県立大学（23） ２（2017年度，2018年度は未発表） 無 








35（2017 年度） 無 
環太平洋大学（27） 無 無 
ノートルダム清心女子大学（28） 34（2018 年度）  [グレゴリオ聖歌探訪]～祈りの音
楽～全 3回 
就実大学・就実短期大学（29） 13（2018 年度） 無 


























倉敷市立短期大学（36） 無 無 




















































の習得を目標として 2013 年に開校した。同校の HP によると 2019 年度版の開講講座が 22 講座
あり，歌に関する講座には「みんなで楽しくうたごえ喫茶」があった（44）。この講座は年 10 回，







表１-１-８．大阪府高齢者大学校 歌関係 2019 年度年間カリキュラム（HPを基に山下作成，2019） 


















































































病院と併設されている。教室のHP に掲載されている内容を表１-１-９に記す。   
 
表１-１-９．岡山済生会 歌関連の講座（HPを基に山下作成，2018） 
講座名 頻度 時間 HP 掲載内容 

























月 3回 10:30 ～
12:00 
楽に良い声で歌えるようにがんばりましょう。 




















































れる歌に関する講座である。HP に掲載されている内容を表１-１-10 に記す。 
 
表１-１-10．山陽新聞カルチャープラザ歌関連の講座（HPを基に山下作成，2018） 
講座名 頻度 時間 HP 掲載内容 
民謡 月２回 13:00～14:00 日本列島北から南まで，全国の民謡を正しい発声法をキチンと
身に付けて，順次，楽しみながらマスターします。 






















































































関する講座は以下のとおりである。HP に掲載されている内容を表１-１-11 に記す。 
 
表１-１-11．はぁもにぃ倉敷 歌関連の講座（HPを基に山下作成，2018） 
講座名 頻度 時間 HP 掲載内容 






































Sing Along in 
English 















































１）ヤマハ大人の音楽レッスン（51）   
歌唱に関する講座は以下のとおりである（2018 年５月現在）。HP に掲載されている内容を以下
に記す。   
 
「ボーカルレッスン」 
グループレッスンと個人レッスンを選択できる。グループレッスンは 1 回 60 分月３回初心から
初級者は 7500 円，初級から中級者は 8500 円，中級から上級者は 9500 円である。個人レッスン





























































1 回 60 分月３回 6000 円，教材費はCD1500 円～で，入会時に購入する。入会金は教室ごとに
異なる。 
 

































月２回で１回 90 分（休憩を含む），会費 3500 円（月額・税別 ※施設費なし），入会金 2000 円 
ヤマハで作成された映像を使用して行う。 
 
表１-１-17．ヤマハ「歌って踊れる青春ポップス」PR 文（ヤマハ大人の音楽レッスン HPより，2018） 
楽譜なしで楽しめるオリジナル映像，簡単なハモリやステップに挑戦，皆と一緒に和気あいあい，経験豊かな講






























































表１-１-24．カワイ「歌ってハモって～うた倶楽部」PR 文（カワイおとなの音楽教室 HPより，2018） 




























歌声喫茶サミーHP の歌声ガイドには表１-１-25 のように記されている。 
 









の際，初めに費用 1000 円を頂きます。℡XXX-XXX-XXXX カフェサミー店内で毎週日曜日(雨天決行)にやって































（６）洛和会京都音楽療法研究センター http://www.rakuwa.or.jp/music/（2018 年５月８日採取） 
（７）医療法人和泉会いずみ病院 http://www.izumihospital1985.or.jp/（2018 年５月 8 日採取） 
（８）医療法人社団向陽会向陽病院 http://www.koyo.or.jp/（2018 年５月８日採取） 


































m.ac.jp/center/extension_course_pt/（2018 年５月 8 日採取） 
（26）吉備国際大学 http://kiui.jp/pc/info/news/1130/（2018 年５月８日採取） 
（27）環太平洋大学 http://ipu-japan.ac.jp/（2018 年５月８日採取） 
（28）ノートルダム清心女子大学 http://www.ndsu.ac.jp/felice/（2018 年５月８日採取） 
（29）就実大学・就実短期大学 http://www.shujitsu.ac.jp/shakairenkei/2139.html（2018 年５月
８日採取） 








（34）中国学園大学 http://www.cjc.ac.jp/about/lecture.html（2018 年５月９日採取） 
（35）新見公立大学・新見公立短期大学 http://www2.niimi-c.ac.jp/（2018 年５月９日採取） 





（2019 年２月 26 日採取） 
（40）三原市老人大学 http://mihara-roudai.jp/index.html（2019 年２月 26 日採取） 
（41）京都シニア大学 https://www.kyoto-senior.net/（2019 年２月 26 日採取） 
（42）横浜シニア大学 http://yokorouren.com/（2019 年２月 26 日採取） 
（43）もりおか老人大学（ゆうゆう学舎）
http://www.city.morioka.iwate.jp/kenkou/koreifukushi/ikigaikatsudo/1006424.html（2019 年
２月 26 日採取） 
（44）京都高齢者大学校 http://kyoto-koudai.jp/?page_id=1171（2019 年２月 26 日採取） 
（45）大阪府高齢者大学校 https://osaka-koudai.or.jp/（2019 年２月 26 日採取） 
（46）板橋グリーンカレッジwww.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/066/066953.html（2019 年





（49）はぁもにぃ倉敷 http://www.harmony-k.jp/（2018 年５月９日採取） 












https://map.goo.ne.jp/search/address/33/genre/02013002/ （2018 年５月 16 日採取） 
（55）うたごえ喫茶ともしび HP http://www.tomoshibi.co.jp/sinjyuku/zenkoku.html（2018 年
5 月 16 日採取） 
（56）音無美紀子の歌声喫茶HP http://otonashi-utagoe.jp/（2018 年５月 16 日採取） 
































































































                                                   







































































みると 10 月から 12 月に開講の講座が予定されているが，音楽に関わる講座は存在しなかった
（2014 年現在）。岡山県生涯学習センターが提供している岡山県生涯学習情報提供システム「パ
ルネットおかやま」では，音楽というキーワードで岡山県生涯学習大学連携講座を検索すると音楽





すると 15 講座が該当した（2014 年現在）。 
岡山県内では，生涯学習に資するための施策として総合的な推進に関する重要事項を調査審議
することを目的に，2014 年８月 19 日に第９期岡山県生涯学習審議会（第３回）が開催された（13）。
定期的にこのような会議が開かれ県内の生涯学習についての方針が見直されている。2007 年には



































































（９）内閣府 2012 生涯学習に関する世論調査 https://survey.gov-online.go.jp/h24/h24-
gakushu/index.html（2018 年 5 月 29 日採取） 
（10）岡山県・岡山県教育委員会「平成 26 年度前期岡山県生涯学習大学のびのびキャンパス岡
山 2014 受講案内」 
（11）倉敷市民学習センターホームページ http://www.kurashiki-oky.ed.jp/lpk/lpkshimin/ 










（17）Laslett，P．A fresh map of life: The emergence of the third age．Massachusetts．




















きていけるように，エンドオブライフ・ケア（End of Life Care）2（１）としても，対象者へ主体的
に語りかけるアプローチをしていくことが望ましい。音楽療法とは，CLに寄り添いCLを尊重し，
CL が望む生活ができるように音楽で支え関わっていくものなのである。 
















化，コミュニケーション，仲間作りである。各現場では CL が異なるため CL によって目的も多様
なのだが，共通の目的の１つに心身の維持や回復への援助があり，これが音楽療法の基本となる。
心身の維持や回復を援助するうえでは音楽療法士は各 CL の状態を観る必要がある。高い目的を





















え CL に応じた目標設定や内容の工夫を行う必要がある。  












室開催の協力者を促すことが必要とされる。   
 





















１）音楽療法における目標設定と多職種連携                        
                                                   














































































X 年１月 12 日，介護付有料老人ホーム K での新年，第１回目のセッション 60 分間を取り上げた。このセッ

























































































 歌唱を中心にしているが，MT の声が大きすぎるときがあるので，CL の様子をみながら，場合によっては声
量を控えめにし，CLの歌を引き出すようにする方が参加しやすいことに気づかされた。《四季の歌》では，MT
















































本セッションは X 年４月５日に行った初回のセッションである。参加者は 19 名（途中出入りあり），実施時



















































































































































と推計で 52 万 1847 名である。県内には，2014 年４月現在，高齢者施設が 235 施設以上あり，
その定員の総合計は約 9500 名である。高齢者の約２パーセントのみが施設に入居していることに
なる。また，現在，日本音楽療法学会認定音楽療法士は全国に 3000 名程度いる。学会認定音楽療
法士は東京都が最も多く 322 名，次いで多いのは，神奈川県の 212 名，愛知県の 149 名である。
中国地方では 149 名と全国の１割に満たず，岡山県のみでみると， 47 名である（2015 年時点）。
つまり，音楽療法士１名が高齢者施設に入居している 200 名強の高齢者への音楽療法を行う計算





















ができる。兵庫県音楽療法講座は 2002 年から始まり，今までに毎年 20 名前後が認定者となって
いる。兵庫県音楽療法士 240 名に対して 2011 年４月に実施された兵庫県音楽療法士活動状況調
査（５）によると，病院や施設等への勤務状況としては有償セッションを行っている音楽療法士の常
































































（１）エンドオブライフ・ケア協会HP https://endoflifecare.or.jp/（2017 年７月１日採取） 
（２）日本音楽療法学会 HP http://www.jmta.jp/（2017 年７月１日採取） 
（３）兵庫県音楽療法士会 HP http://hmta2.net/（2014 年４月 25 日採取） 
（４）岡山市 関係機関の所在地等 HP 






・日野原重明監修『標準音楽療法入門 上 理論編』，春秋社，2002． 















































2014 年５月 22 日，岡山市東区の喫茶店 A での歌の会の参加者を対象とした歌唱時の涙
の表出に関する質問紙調査を取り上げる。喫茶店 A での歌の会は 2014 年２月から毎月 1
回第４木曜日，10 時半から 12 時と 14 時から 15 時半の２回に分けて実施しており今まで
に約 120 曲を使用した歌唱活動を行ってきた。参加者は 2014 年５月 22 日現在，午前の部
10 名前後，午後の部 20 名前後の計 30 名程度であり，参加者の年齢は 60 歳から 81 歳，
男性３名，女性 27 名である。質問紙調査実施時の参加者数はこれより 10 名少なく，質問
紙調査実施日の参加者は 20 名であった。 
 
２）施設の音楽教室で涙が表出した曲の分析 
2012 年５月からの３年間で延べ 435 名に実施した曲約 400 曲のうち涙が表出した 60 曲
を取り上げ，その曲について，題名，ジャンル，拍子，曲の解説に分けた表２-１-２から表
２-１-４を作成した。表で示した記号の意味は以下の４点である。①６箇所全ての施設で行
った曲は◎。②有料老人ホーム V，介護付有料老人ホーム R，グループホーム M と喫茶店








は，2012 年８月から 2013 年３月の８ヶ月間，毎週水曜日 15 時半から 16 時半に実施し，
期間中に 73 曲を実践した。参加者は 28 名，年齢は 65 歳から 97 歳である。事例(２)の岡
山市中区の介護付有料老人ホーム R では，2012 年５月から 2015 年５月現在までの３年
間，毎月２回 13 時半から 14 時半の１時間に実施し，約 250 曲を実践した。最初の２年間
は木曜日に教室を行っていたが，３年目より火曜日の実施となり，実施回数も 2015 年５
月から毎週の実施に変更となった。参加者は 40 名前後で年齢は 66 歳から 100 歳である。
事例(３)の岡山市南区の救護施設 U は筆者が 2013 年 10 月から 2013 年 12 月の３ヶ月間，
週３日，社会福祉士の資格取得のために実習を行った施設である。この期間に事例(４)の施
設で音楽教室を行っている。期間中の音楽教室の実施は 2013 年 12 月 24 日の１回のみ，
13 時から 14 時の１時間であり，10 曲を実践した。参加者は 25 名前後であり年齢は 20 代
が 1 名おり残りは 50 代から 80 代である。事例（４）の岡山市南区の精神障害者デイサー
63 
 
ビス H では音楽教室の実施は期間中２回，2013 年 11 月８日と 11 月 18 日 13 時から 14
時の１時間で合計 19 曲を実践した。参加者は７名で年齢は 60 代である。事例（５）の 岡
山市東区のグループホーム M では 2012 年８月から 2015 年３月の２年半，月１回第１金
曜日 13 時 45 分から 14 時 45 分の１時間で約 210 曲を実践した。参加者は７名から９名，
年齢は 80 代後半から 90 代後半である。 
 








































































































60 歳以上 75 歳未満の歌の会に参加している男女 20 名を対象に次のような歌唱と涙の
関係についての質問紙調査を実施した。この歌の会は筆者が岡山市東区の喫茶店で行って













調 査 日：2014 年５月 22 日  
調査日の参加者数：午前の部６名，午後の部 14 名  
調査対象：60 歳以上 75 歳未満の歌の会受講者  
































































次の表２-１-２，表２-１-３，表２-１-４の全 60 曲は，筆者が 2012 年５月から 2015 年





印 番 題名 曲の特徴 曲の解説 


















◎ ４ 今日の日は 
さようなら 
長調，３拍子， 











△ ６ 広瀬中佐 
 
長調，４拍子， 






























岸洋子が歌った。1963 年に TV ドラマ『ぼうや』の主題歌
として作られたがヒットは翌年。歌詞を，働く少年を元気づ
ける内容からラブソングになるように変更した。  































































◎ 20 花は咲く 長調，４拍子， 
J-pop，2012 年 
大勢の俳優や歌手等が花を持ちながら，ワンフレーズごとに






印 番 題名 曲の特徴 曲の解説 










































































△ 32 新妻鏡 短調，３拍子， 










○ 34 なごり雪 
 
長調，４拍子， 























































印 番 題名 曲の特徴 曲の解説 









△ 43 白虎隊 短調，４拍子， 
詩 吟 ・ 民 謡 ，
1937 年 
会津戦争で会津藩が組織した，16 歳から 17 歳の武家の男子
によって構成された部隊。藤山一郎も歌っているが何人かの
歌手に歌われている。 









△ 45 涙の渡り鳥 長調，４拍子， 












△ 47 冬景色 長調，３拍子， 
















































▲ 55 精霊流し 短調，４拍子， 



















▲ 58 贈る言葉 長調，４拍子， 
フ ォ ー ク ソ ン
グ，1979 年 


















長調 27 曲，短調 33 曲であった。歌唱教室での歌唱曲 400 曲の長調と短調の割合を調べた結
果，長調が 263 曲（66％），短調が 137 曲（34％）と長調が半数以上であった。長調の全 263

































実施場所 有料老人ホーム V 岡山県倉敷市 
実施期間 2012 年８月から 2013 年３月  
時間，頻度 15:30 から 16:30（１時間），毎週水曜日（月４回） 
参加人数，年齢 約 28 名，65 歳から 97 歳男女 
事例日 2012 年 10 月３日 







実施場所 介護付有料老人ホーム R 岡山市中区 
実施期間 2012 年５月から 2015 年５月  
時間，頻度 13:30 から 14:30（1 時間），第２・４火曜日（月２回） 
参加人数，年齢 約 40 名，66 歳から 100 歳男女 
事例日 2014 年８月 27 日 


























実施場所 救護施設 U 岡山市南区 
実施期間 2013 年 12 月 24 日のみ（社会福祉士実習期間は 2013 年 10 月から 12 月） 
時間，頻度 13:00 から 14:00（１時間），１回のみの実施 
参加人数，年齢 約 25 名，１名 20 代，他 50 代から 80 代男女 
事例日 2013 年 12 月 24 日 










実施場所 精神障害者デイサービス H 岡山市南区 
実施期間 2013 年 10 月から 12 月（社会福祉士実習期間は 2013 年 10 月から 12 月） 
時間，頻度 13:00 から 14:00（１時間）計２回 
参加人数・年齢 ７名，60 代 
事例日 2013 年 11 月８日，11 月 18 日 
対象者について 60 代男性 D 内向的であまり輪に入ろうとせず，発言もほとんどない。 











実施場所 グループホーム M 岡山市東区 
実施期間 2012 年８月から 2015 年３月 
時間，頻度 13:45 から 14:45 毎月第１金曜日（月１回） 
参加人数，年齢 ７名から９名，80 代後半から 90 代後半 
事例日 2014 年８月７日 










































５.グループホーム M での涙の表出事例の会話分析  
 
次に，筆者が実践したグループホーム M での音楽教室の調査結果を示す。IC レコーダーで
記録した音声データに基づき分析考察する。 
 
１）グループホーム M について 
この施設では 2012 年６月から 2015 年３月まで毎月１回１時間音楽教室で指導を行った。
表２-１-７に音楽教室の詳細を示す。参加者 A から G のうち，４の表２-１-５事例（５）に登




表２-１-７．グループホーム M での音楽教室の詳細（山下，2015） 
場所 グループホーム M 岡山市東区 




























































01Y  次はみかんの花咲く丘でした，7 番いきましょ 
02B  あはは（小さく笑う） 
03F  ≪みかんの花咲く丘≫ 
04Y  うん それをやりましょう 
05B  みーかんーのはーながさーいてーいるーじゃな 
（旋律が始まる前に歌い始める） 

































07A,B あー あー 
08Y  じゃあいきましょう，いきますよー  
♪   （前奏→みかんの花咲く丘の歌唱）（半拍ずれていたが，２番の歌唱中に合っていく） 
09B  いい曲じゃなー 涙が出そうな 
10Y  涙が出そうないい曲ですね 
11F   うー 涙がここまで出とった（喉を指さす） 
12Y   みなさんのお母さんを思い出しましたか 
13B  なー （B が F の背中をなでながら笑いあう） 
14D  思い出しました―ゆうて おるのに あっはっは（声高に笑う） 
15Y  あーおられるんか，あーそうじゃった，間違えた 
16D   そうよー，怒られらあ，今言うたら   
17S   うっふっふ（含み笑い） 
18Y  どんなお母さん？ やさしいお母さん？ 
19B  やさしいお母さん  
20G   やさしいお母さん 
21Y  顔は似てますか  やっぱり 
22F    やさしい顔しとるんでしょう，あはは（嬉しそうに） 
23Y  どんなお母さんか見てみたいなー ねー 
24D   写真あるある 見てみてん あー 
25Y  あーそうか ありがとうございました 
    じゃあみなさんとてもお上手だから今度みなさんの声だけで私は静かにしていますか 
ら 1 番だけね みーかんーのはーながー咲いている所をお願いします   
行きますよ！ 
♪    （前奏→≪みかんの花咲く丘≫の歌唱）（拍手） 
26Y  ありがとうございました 最高！ 
27F    涙が出る！ 
28S   F さん，感激しとられる 




























30Y   今度は８番の曲行きましょうか なんと読むでしょう 
31A   あー８番 ♪あいたーさーみたさー♪じゃね（確認するように） 
32Y  この題は何と読むかご存知ですか 
33G  かごのとり（小さな声でつぶやく，参加者には聞こえていない） 
34A   りゅうじゃないの。 
35Y  うん りゅうみたいだけどねー上にたけかんむりが付いているからねえ 
36A   あ かごのとりか 
37Y   そう。大正解！ かごのとりです 
38F   涙が出た 
39G  ♪あいたーさーみたさーに こわさーをーわすれー（この後からＦと歌声を合わせる） 
40G,F  ♪くーらーいーよみちーを ただひーとーり（Ｇは自信を持って歌っている） 
41S   すごい Ｇさん 
42Y   すごい！（拍手）すごい！ 





































45S  そうゆって彼氏によばれようったん？ 
46Y  （歌い始めようとして最初の和音を分散させるが，Ｄが３番を歌い始めたので，音を止め
る） 
47D    ♪わすれーはーせぬがー出―るーにー出られーぬー（Ｈも加わる）かごのーとーりー♪ 
48Y  よし，じゃあいきましょう，うまい！（すぐに前奏を始める） 
♪  （籠の鳥の歌唱） 
（全員声は小さいが，噛みしめるように歌っている，音程は様々だがリズムは全員が合っている）
（拍手） 
49D   わー（拍手）（声高に声を震わせて）あーいーなーあはは もっぺんやろう！ 
50Y  よし もっぺんやろう！ 
51F   涙が出るー 
♪    （籠の鳥の歌唱，２回目） 
（後半になるごとに声が大きくなる，DFBAG の声） 
52B   うわー 
53D   あはははははは（嬉しそうにとても興奮した様子で曲の終わりに被せて拍手） 
54D   よかったなーあー 感激したん 
55S   感激したん，みんな涙が出とる 
56Y   みんな涙が出とん，あー私も涙がーうつるわ（G の目が赤くなっているのに気付く） 
57B   みんな涙が出とる 
58F   涙が出たー！ 
59S   昔を思い出したんかな 
60Y  昔を思い出しましたか 
61B   よかった 
62G   なんかーあの頃―思い出した（声大きく嬉しそうに） 
63Y  誰か彼氏がおられたんでしょうか。 
64D   そうじゃー彼氏がおったのがなー（泣いて）もうー情けねーおらんようにーなってー（泣
いて） 
65Y  そうかー 
























67Y   今日は歌う曲数は少なかったですけど，心を込めて歌って下さって，ありがとうございま
した，さあ，というわけで行きましょうか，一番最後の 10 というページを開いてください，これ
はちょっとみたことないようなと思われるかもしれませんけど，聞いたらわかると思う 
68B  友達でいよう，明日の日を夢見て，希望の～道を～（音読） 
69Y    うーん 読むのがお上手ですね  
70B  涙が，ツーっとでそうな 
♪   （前奏開始）（今日の日はさようならの歌唱） 
71Y （拍手）どうもありがとうございました！ 
72B   あー涙がでたがねー（涙を拭うしぐさ） 






















74D    また今度！ 
75Y   心がやさしいんじゃね 
76F   泣くまい思うとっても涙がでた 
77D   あーえかったー！！ 
78F   涙がでたー！ 
79Y  （一人一人の肩に手を添えながら握手をして回る，Ｄのところに来て）籠の鳥，特に上 手
でしたね！ 
80D   ありがとうなーほんとうなーまたお願いします あーありがとう！！ 
81F   泣くまい思うとっても涙がでる！ 
82D   よかったー 
83B   何ともいえん 
84F   涙が止まらなんだ，ありがとう，涙がでて，涙がでてー 
85Y   心がとっても深いんじゃね 
86B   涙がいっぱいでて（F の方をみて，F の背中に手を添えて） 
87F   泣いたらいけん思ってもー  
88B   なあ （目を潤ませながら F の背中をさする） 
89F  何ともいえなんだ 




























































・長田暁二『流行歌 20 世紀』，全音楽譜出版社，2001． 
・若松和紀『CD 付き童謡・唱歌・懐かしの歌』，西東社，2012． 
・塩澤実信『昭和歌謡 100 名曲』，ブレーン，2012． 
・塩澤実信『昭和歌謡 100 名曲 part.2』，ブレーン，2013． 
・塩澤実信『昭和歌謡 100 名曲 part.3』，ブレーン，2013． 
・塩澤実信『昭和歌謡 100 名曲 part.4』，ブレーン，2013． 
・塩澤実信『昭和歌謡 100 名曲 part.5』，ブレーン，2014． 
・伊藤滋『なつかしの楽譜で楽しむスター・ヒットパレード』，自由国民社，2015． 
・菅田文子『音楽療法の必須 100 曲（高齢者編）』，：あおぞら音楽社，2011． 
・ウィキペディア HP http://ja.wikipedia.org/wiki/（2015 年５月 18 日採取） 


























（12）ADL（Activities of daily living）日常生活動作 
伊勢崎美和・高野和美・望月優子「高齢患者の QOL と ADL（日常生活動作）との関係－主観
的幸福感に焦点をあてて－」『山梨医科大学紀要』16，pp.71-75，1999． 










































2007 年１月から 2018 年１月の 11 年間に出版された『音楽の友』のインタビュー記事から，
インタビュー時の年齢が 60 歳以上であり，世界的に有名で人気と実力も兼ね備えている歌手
６名を取り上げ，現在の声や今後の活動の方向性について語られている部分のみを抜き出す。
現役プロ歌手は，発刊年数 11 年間でインタビューが一度のみ実施されている有名歌手，José 
Carreras，Fiorenza Cossotto，鮫島有美子，白井光子と，日本でも人気があり，11 年間に数回
のインタビューが実施されておりコンサートのレポートも度々掲載されている Plácido 





























































































ン賞，96 年出光音楽大賞，97 年第 1




























































































































































インタビュー③   





























































（１）Plácido Domingo の歌を通した変容 
 
































きると Domingo は考えている。 
 
 


















































Domingo の歌への評価（76 歳時）              （『音楽の友』2017 年５月号）（13） 
東京国際フォーラムのホール A は，5000 名を収容する巨大な空間だ。国際会議やシンポジウムのような行
事にはぴったりだけれど，少なくともクラシックのコンサート向きではない。ただしそこに登場するのがプ
ラシド・ドミンゴとルネ・フレミングのようなスーパースターだと，話は別だ。東京でたった一夜だけ行わ


















評価の違いが顕著である。Domingo はその後，2015 年 11 月にその年に録音した CD『My 





２）Edita Gruberova の歌を通した変容  
Gruberova は 2012 年の時点で 2015 年でのオペラ界から引退を宣言していたが，2018 年５
月現在も現役として活躍している。 
 













































ん深まっていく役」と述べている 4 が，それは Gruberova 自身がそう感じていると推察する。
その役がどのような役かを知り尽くしていないと，このような語りはあらわれない 3。「ベルカ



































「そのとき，私はもう 69 歳ですよ，ちょうど潮時だと思いませんか 4？」 


















Gruberova の歌への評価（69 歳時）     （『音楽の友』2015 年４月号 pp.24-25）（16）  
総立ちの客席から送られる喝采歓声，そして舞台上空を舞う夥しい数のプロマイド。ウィーン国立歌劇場デ
ビュー45 周年を迎えた不世出のソプラノ歌手，エディタ・グルベローヴァを讃えるガラ・コンサートのフィ








に〈驚異〉の 69 歳だ。 


















Gruberova は先述したように 2012 年の時点では 2015 年の引退を表明していたが，その後
も以下の日程で定期的に来日した。2018 年 10 月 16 日には大阪府のザ・シンフォニーホール
でリサイタルを行い，2018 年 10 月 20 日には最後の日本リサイタルとして埼玉県のソニック
シティオープン 30 周年記念事業で東京フィルハーモニー管弦楽団と共演した。曲目は，ヨハ
ン・シュトラウスⅡのワルツ≪春の声≫，ロッシーニのオペラ≪セヴィリアの理髪師≫よりロ



















































































































（４）白井光子プロフィール『音楽の友』，音楽の友社，p.119，2008 年 11 月号． 
（５）Plácido Domingo プロフィール『音楽の友』，音楽之友社，p.15，2012 年 11 月号． 
（６）Edita Gruberova プロフィール『音楽の友』，音楽之友社，p.163，2012 年６月号． 





（７）インタビュー１José Carreras『音楽の友』，音楽之友社，pp.17-21，2008 年４月号．  
（８）インタビュー２Fiorenza Cossotto『音楽の友』，音楽之友社，pp.30-33，2007 年３月号． 
（９）インタビュー３鮫島有美子『音楽の友』，音楽之友社，p.194，2016 年４月号． 
（10）インタビュー４白井光子『音楽の友』，音楽之友社，p.146，2010 年９月号． 
（11）インタビュー５Plácido Domingo『音楽の友』，音楽之友社，pp.8-10，2007 年３月号． 
（12）インタビュー６Plácido Domingo『音楽の友』，音楽之友社，pp.10-12，2012 年 10 月号．  
（13）Domingo の歌への評価『音楽の友』，東京都：音楽之友社，pp.56-57，2017 年５月号． 
（14）インタビュー７Edita Gruberova『音楽の友』，音楽之友社，pp.14-17，2008 年８月号． 
（15）インタビュー８Edita Gruberova『音楽の友』，音楽之友社，pp.162—163，2012 年６月
号． 
（16）Gruberova の歌への評価『音楽の友』，音楽之友社，pp.24-25，2015 年４月号． 




























































I について                                                                    


















自宅ギャラリーでポスター展を定期的に開催しモネの水連のポスターも常設している。                                      
 
K について                                                                    
女性。B 県在住。1938 年７月生まれ。80 歳。３人兄弟の末っ子。姉には生まれつき障がいが
あったので，いじめられる姉をいつも庇っていた。20 代で結婚，２人の子の子育て，主婦業，
両親の介護をしながら，小学校教諭として 16 年従事したが，体を壊して退職した。主婦業専業








約 30 年間テニスを行っていた他家の周辺を毎日 30 分から 1 時間程度歩くことを続けている。                                                                                                 
 
N について                                      
男性。A 県在住。1944 年 10 月生まれ。73 歳。８人兄弟の下から２番目。中学校時代から声楽
の歌手に魅かれ自分流にカンツォーネやオペラを歌った。大学は県外の有名大学へ進学し，大














【 】 語りを筆者が要約，引用した部分 
（中略）語りの脱線部分 
― 筆者の質問や相槌 










回  I K N 
１ 実施日 2016 年４月４日 2014 年１月 16 日 2017 年３月 15 日 











２ 実施日 2017 年２月 13 日 2017 年３月 26 日 2017 年３月 22 日 











３ 実施日 2017 年 3 月 30 日 2017 年４月 12 日  






歌手，健康状態，健康管理     
両親や兄弟の影響，歌うこ
との心身への影響 
４ 実施日  2017 年４月 15 日 
















































































































































































豪校がいるなかで，I のような合唱指揮未経験者が指揮をするには度胸を要するが I にはその










































K の小学校時代は第二次世界大戦前後（昭和 19 年～25 年）である。歌中心の授業のなかで，






















































































この兄は N とは 15 歳以上年齢が離れていた。N は兄のすることを格好よく思い，憧れの兄
が聴いている曲や歌っている歌に興味津々であった。大人になるまで旋律が耳に残る程に当時，

































れた出来事が N にとって印象的な出来事であり， N の歌に対する自信や興味を高める出来事
となったといえる。 
 














































































































































































80 歳までは歌おうかとか，最近は，元気だったら 85 歳までは歌いたいとかは思うけど，人
前で歌ったりするのではなくてピアノの人に来てもらったりして。歌を取れば何も無くな
















G ぐらい出せいわれたら出るんだけど，その頃 E が出ないのにね，ようやってたなと思っ
て。（歌の）（中略）録音をしたい。日本歌曲を数曲，オペラアリアも数曲，イタリア歌曲も
数曲で１時間半ぐらいのコンサートをこの秋にできればいいなあと思っている。≪冬の旅≫






















I 自身が音楽以外の仕事に懸命に取り組んだことが影響していた。仮に I が何事も中途半端に
行う生き方をしていたとしたら，歌を学んでいくなかで出てくる壁を乗り越えようとせずにい
たか途中で異なる習い事に転じる等していたと想定する。さらに，学生時代や社会人時代に音











































































































































































































































































































































































































































ており，社会人になって再び歌い始めたと考察する。2017 年５月 18 日の中日新聞朝刊に，百














調査日程 ：X 年１月始めから２月末 
対象者  ：県内の２箇所で行われた合唱フェスティバルに参加した合唱団員，その他２団体
に所属している合唱団員。 
年齢・性別： 20 代１名，30 代９名，40 代 21 名，50 代 56 名，60 代 122 名，70 代 112 名，
80 代以上 20 名の計 341 名，性別の記入欄無回答 45 名，性別の記入欄回答数 296
名に対して回答者の 246 名（83.1%）が女性，50 名（16.9％）が男性 















（227 名），続いて「楽しみ」の 60.5％（185 名），「合唱が好き」の 44.1%（135 名），「健康」










































実施日：X＋１年３月 15 日 
時間 ：150 分 場所：店舗 




















はっきり自覚したのは，X－40 年，この 10 周年記念演奏会は，P 市民会館でやったんです
よ。この時ははっきり僕も出演したし，まあソロではないけどはっきりちょっとした短い台
詞をやったり，参加した意識はあるし，その次の T で，全国大会で銅賞を取った頃は，T へ
行きました 5。」 


















N は合唱部に入ったのだと捉えられる。4 と 6 から，N が会社の課の先輩に誘われて入った合

























時間 ：80 分 場所：O の入居中の高齢者施設 





















































る。8 から，自身が理想とするよりよい音の追求についての O の考えが示されている（C）。 
 
４）合唱経験者への個別インタビューのまとめ 




































































 本節では，62 歳から 85 歳までのカラオケクラブ参加者のなかから 17 名に対する構造化イ
ンタビューを行うとともに，カラオケ発表会の出演者のうち 60 歳以上の出演者 32 名に対する
質問紙調査を実施した。質問紙調査の自由記述部分については一定の客観的水準に基づいて考
察するためにテキストマイニングを使用した。テキストマイニングには樋口耕一氏の開発した
KH Coder（２）における階層的クラスター分析1と共起ネットワーク 2 を使用した。階層的クラ




























場所：O 県 K 市にある公民館   
実施日時：2015 年４月 30 日，13 時半から 16 時（カラオケクラブの実施時間内） 
カラオケクラブ参加者：30 名弱 
研究協力者人数と性別：62 歳から 85 歳の女性 10 名，男性７名の計 17 名 
調査方法：構造化インタビュー，参加者のなかから 60 歳以上の人のみを対象とし，一人辺り 














10 年程２年間歌のレッスンを受けていた。歌は 25 年～30 年続けている。 
歌は 30 年，カラオケは 40 歳くらいから。 
歌は 15 年，D 先生に習っている。歌を 10 年習っている。２年半 D 先生に習っている。 





歌を 10 年，カラオケを毎週木曜にしている。歌は昭和 45 年か 46 年頃から続けている。 
歌を Y 先生に１年，歌がずっと好きだった。 
歌を習って２，３曲が歌えるようになったところ。 
中学でブラスバンド（ユーフォニウム），歌は小学校で合唱，レコードに合わせて歌うことは昭和 47 年頃
から続けている，23 歳ころカラオケスナックで歌い始めた。20 曲位を朝まで歌う。 
歌を４年程，D 先生に 10 年習っている。 
主人が歌っていたのに影響されて聞いていたが，３年前から O 先生に習っている。定年後から始めた。４～
５年前から歌っている，レッスンは３年前から。 







































































































































名称：（カラオケ喫茶 C 主催）カラオケ発表会 
場所：O 県 K 市 N 文化センター      
実施日時：2015 年４月 19 日，９時から 17 時 
研究協力者と性別：出演者 125 名のうち， 60 歳から 82 歳の女性 22 名，男性 10 名の計 32 名  



















「歌がいつから好きになったか」（図３-２-２）では，61 歳以降が 10 名と最も多く，幼少期
から 20 歳までが次いで多いという結果になった。 
 
Q２カラオケを始めて何年か。 
「カラオケを始めて何年か」（図３-２-３）では，16～20 年が最も多く，次いで 6～10 年，








































































































Q10 今日の発表自己採点（自己評価）は 100 点満点中何点か 
カラオケ発表会で参加者が記述した「今日の発表自己採点」（図３-２-４）は 32 名の回答者










































































































































































































































対象者：筆者の行う A 歌唱教室参加者の 60 代後半の夫婦（Y，M）２名と 70 代後半女性（T）
1 名の計３名。 
インタビュアー：筆者 
インタビュー日時：第１回目 2016 年９月 22 日（70 代後半女性 T，60 分），第２回目 2016 年




インタビュー場所：T は O 県 A 市にある喫茶店，Y，M は O 県 A 市にある飲食店 
 
２）70 代後半女性 T の語り 
（１)語り①生い立ちと音楽との出会いから結婚まで 
【母が医者，父が茶道と華道，扇舞の師範という環境で育つ。幼少時代から男児に混ざって
































































































































































































M：私が A に行って，A の雰囲気がすごくよかって，そこでは私たちにぴったりのミュージック







































































さらに，このインタビューでは語られていないが，T は 2016 年４月に行った本歌唱教室の
発表会でもリーダー役として全体の流れを考えたり，参加者全員への連絡を率先して行ったり
した。Y と M は，以前はあまり行わなかったが，夫婦で頻繁にカラオケスタジオやカラオケ喫
茶へ足を運ぶようになった。本歌唱教室内で行ったカラオケ大会では練習を重ねた曲を多数披













（１）歌唱健康指導士 A：昭和６（1931）年 10 月 23 日生まれ，86 歳男性（2018 年３月現





（２）元トラック運転手 B：昭和９（1934）年３月 29 日生まれ，84 歳男性（2018 年３月現















インタビュー実施日時：2015 年４月 30 日 
時間：30 分 
場所：O 県Ｋ市にある S（地名）公民館  
 
３）歌唱健康指導士 A の語り 
（１）半構造化インタビュー 
－音楽歴を教えてください。 
A：今年で 60 年くらい。昭和 38 年５月 21 日から E 先生の O（地名）教室の講師をしていた。








NHK のど自慢ラジオ放送に 31 年，県庁ができた年に出た。テレビ放送がなかった。金を３つ鳴
らして，そこから指導者生活が始まった。プロの前座をしていた。O の K 亭というキャバレーに
て専属でアコーディオンを弾いていた人がいた。その人が O とか S（地名）などに巡業されてい
たときの前座をしたことがある。プロ歌手を目指していたが生活が安定しないので，S 銀へ勤め，























































































４）元トラック運転手 B の語り 
（１）半構造化インタビュー 
－音楽歴を教えてください。 






























































































































ロコモティブシンドロームの度合いを調査する「ロコモ 25」5 件法 18 問，「高齢者用うつ尺
度短縮版日本版」２件法 13 問，筆者の作成した歌唱に関する質問５件法 7 問の計 40 問の質問
紙調査を，施設入居者に合わせて調整した設問により実施した。施設 A は介入ありで，歌唱前
ウォーミングアップ及び歌唱の両方を行った。施設 B は介入ありで，歌唱のみ行った。施設 C
は介入なしで行った。施設 A，B，C に関する調査の詳細は，表４-１-１のとおりである。 
 
表４-１-１．歌唱プログラム開発における介入調査の詳細（山下，2017） 







場所：O 県 K 市 
施設種別：介護付有料老人ホーム 











事後 10/28，11/2  
場所：O 県 K 市 
施設種別：住宅型有料老人ホーム 













場所：O 県 O 市 
施設種別：住宅型
有料老人ホーム 
入居者数：全 42 室 









































Q15 休まずにどれくらい歩き続けることが出来ますか。（２～３km 以上・１km 程度・300m 程度・

























Q19 あなたは人生にほぼ満足していますか？ はい・いいえ                   
Q20 これまでやってきたことや，興味があったことの多くを止めていますか？ はい・いいえ 
Q21 あなたは，人生をむなしいと感じていますか？ はい・いいえ            
Q22 しばしば退屈になりますか？ はい・いいえ                       
Q23 あなたは，たいてい，機嫌がよいですか？はい・いいえ                
Q24 あなたに何か悪いことが起ころうとしているのではないかと心配ですか？ はい・いいえ 
Q25 たいてい幸せだと感じていますか？ はい・いいえ  
Q26 あなたは，しばしば無力であると感じていますか？ はい・いいえ             
Q27 外出して新しいことをするよりも，自宅にいる方が良いと思いますか？ はい・いいえ 
Q28 たいていの人よりも，記憶が 低下していると思いますか？ はい・いいえ 
Q29 現在生きていることは，素晴らしいことだと思いますか？ はい・いいえ 
Q30 あなたは，現在のありのままのあなたをかなり価値がないと感じますか？ はい・いいえ 
Q31 あなたは、元気一杯ですか？ はい・いいえ                              
Q32 あなたの状況は絶望的だと，思いますか？はい・いいえ                     


















 実施した歌唱プログラム内容を表４-１-３に示す。導入，展開，鎮静は施設 A，B で実施，




























































女性 7 名 
男性 3 名 







男性 1 名 






B，施設 C の順に多かった。 
 
６）考察 



























表４-１-５．60 分歌唱プログラム（山下，2018） 表４-１-６．45 分歌唱プログラム（山下，2018） 
 時間（変動あり） プログラムの流れ 
(１) ５分 導入 
(２) １０分 歌唱前ウォーミング
アップ 
(３) １５分 展開① 
(４) ５分 休憩 
(５) ２０分 展開② 
(６) ３分 クロージング 

























 時間（変動あり） プログラムの流れ 
(１) ５分 導入 
(２) ７分 歌唱前ウォーミング
アップ 
(３) １０分 展開① 
(４) ５分 休憩 
(５) １３分 展開② 
(６) ３分 クロージング 



















































































































































































































































































   わ らい ましょ  わっ はっ はっ      わ らい ましょ 
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  わっはっ はっ    わっはっ はっはっ わっ  はっ  はっ 
あ く び  が  で  る  よ      あ   あ   あ 
































































































































































































（１）小森谷清・島由季『歌伴のすべて ベスト 883 改訂第６版』，全音楽譜出版社，2015． 
（２）鈴江弘康『歌謡 1001 上』，全音楽譜出版社，2015． 
（３）斎藤道雄監修『DVD＆CD２枚付き 高齢者イキイキ！音楽レクリエーション』，西東社，
2012． 
（４）尾陰由美子『DVD＆CD２枚付き 思い出のうたで高齢者イキイキ体操 32 曲 オールカ
ラー』，西東社，2015． 










（９）簗瀬寛『ごぼう先生の大吉体操 DVD 付 介護予防に役立つ』，レクリエブックス，2018． 
（10）菅田文子『音楽療法の必須 100 曲【高齢者編】』，あおぞら音楽社，2009． 
（11）菅田文子『音楽療法の必須 100 曲【おとな編】』，あおぞら音楽社，2010． 
（12）菅田文子『電子歌詞集付 音楽療法の必須 100 曲【ノスタルジー編】』，あおぞら音楽社，
2014． 
（13）甲谷至『歌うことが口腔ケアになる』，あおぞら音楽社，2008． 
（14）春日くに子『懐メロで歌って踊ろう ワクワク 12 カ月－車イス対応』，あおぞら音楽社，
2006． 
（15）春日くに子『CD 付 懐メロで歌って踊ろう わくわく 12 カ月－車イス対応 part２』，
あおぞら音楽社，2013． 
（16）野ばら社編集部・椎葉京一編集『日本のうた 第２集』，野ばら社，2009． 
（17）西東社編集部『CD 付き 童謡・唱歌・懐かしの歌』，西東社，2012． 
（18）能村昭子『介護予防＋認知予防プログラム 歌あそび・歌体操』，あおぞら音楽社，2015．  
（19）Klaus Heizmann, Simon Carrington, Vocal Warm-ups 200 Exercises for Choral and 
Solo Singer. Schott, 2003.（クラウス・ハイツマン，菅野弘久（訳）『ヴォーカル・ウォームア










joa.jp/locomo/（2017 年 6 月 18 日採取） 
（25）杉下守弘・朝田隆「高齢者用うつ尺度短縮版－日本版（Geriatric Dopression Scale-Short 


































実践は 2012 年５月から A，B，C の３施設で行い，2014 年７月から９月の３ヶ月間に月２
回ずつ，歌唱プログラム実践の様子をビデオ収録した。施設 A は有料老人ホームで参加者は 40

















































































 流れ 内容 時間 
Ⅰ 導入 ① 軽い話題,  本日のプログラムの説明 3 分 
Ⅱ ウォーミング
アップ 








Ⅲ 歌唱 ④ 前半（曲：≪五番街のマリーへ≫≪少年時代≫≪古城≫≪旅愁≫） 30 分 




Ⅳ まとめ ⑦ 最後の歌（≪今日の日はさような≫） 7 分 
⑧ 今日の振り返り，次回予告 1-5 分 
 
４）経過および結果 












































 2012 年５月から 2015 年６月現在までの約３年間，有料老人ホームで参加者 40 名前後を対
象に月２回１時間ずつの歌唱教室を実施した。実施期間は，初期（2012 年５月から 2013 年３











対象者は，20 名から 40 名の男女（男：女＝３：７）である。また，カラオケ同好会の参加








年 10 月現在）。 
講師の観察による歌の教室参加者の様子の変化を初期から後期まで示した。以下は，歌の教
室中に筆者が感じた参加者の変化を記録したフィールドノーツの抜粋である。 































2015 年より発足し，2017 年前半まで活動していた。2018 年３月現在は，同好会メンバーの
高齢化と指導者不在により活動休止状態である。 





























90 代前半女性 C：≪春が来た≫，長山洋子や美空ひばりの曲を得意とする。50 代から 60 代に
かけて有名な演歌歌手に歌を習った経験があり，カラオケ同好会メンバーに歌い方の指導をし
ていた。 















（４）第 1 回カラオケ発表会の実施内容 
司会は施設スタッフが行い，後半に筆者主導の全員で歌う時間が設けられた。 
 
Ａ．カラオケ発表会プログラム   
 
①施設スタッフによるはじめのあいさつ  
②90 代後半女性 D ≪祝い船≫ 
③80 代後半女性 E ≪時の流れに身を任せ≫  
④90 代前半男性 B ≪好きだった≫ 
⑤90 代前半女性 C ≪春が来た≫  
⑥90 代後半女性 A ≪たてがみ≫ 
⑦飛び入り男性 K  ≪憧れのハワイ航路≫  




※事前に度胸のある人から順番に歌い，最後は歌い慣れている A が歌うという流れで決められた。 
 
Ｂ．同好会参加者の様子 
②番の 90 代後半女性 D は，観客の方へ向かって深々と会釈，表情もいつもより笑顔で，他者
に見られていることを意識し，お腹を使って太めの力強い声で歌っていた。 








































































































































目は，岡山で 50 年から続く喫茶「東京」の歌の会である。喫茶「東京」は 2015 年４月に惜し
まれつつ閉店したが，閉店までカルチャー教室の一環として，歌の会が行われていた。この会



































































































実施期間：2014 年２月から 2016 年４月現
在の２年３ヶ月 
日時：毎月第４木曜日 10：30 から 12：00，
14：00 から 15：30 
登録者：50 歳以上の男女。午前の部 18 名， 

























                                                   
1飲食店で主にもちいられる用語である。来客数の少ない時間帯や，準備中の時間帯を指す。こ
こでは，来客数の少ない時間帯の意味。 
 流れ 内容 時間 




















⑥ 後半の歌唱活動 4～5 曲 30 分 
Ⅳ ま と
め 
⑦ 最後の歌 7 分 
































唱教室への参加について参加者に聞き取りし，2017 年 11 月まで継続することとなった。 













実施日：2015 年１月 26 日（木）10:30 から 12:00，14:00 から 15:30 
対象者：歌唱教室登録者の中から，質問紙調査当日の参加者（50 代から 80 代） 
目的：参加者各自が歌唱教室に参加することで感じる心身への変化を明らかにする。 







質問１．歌のなかでどのようなジャンルが好きですか。（複数選択可）                
選択肢：演歌 歌謡曲 唱歌 童謡 JPOP KPOP ジャズ R＆B ラップ シャンソン フラメンコの曲 
ハワイの曲 サンバ ボサノバ ロック ヨーデル 聖歌 日本の伝統音楽 ドイツ歌曲 イタリア歌曲 
フランス歌曲 ゴスペル レクイエム その他                          
質問２．歌うスタイルは，どのようなスタイルが好きですか。（複数選択可）            






法）質問８．なぜ歌う会に参加されようと思いましたか。（自由記述）                 











































































































































































実施日：2016 年２月 25 日（木）10:30 から 12:00，14:00 から 15:30 
対象者：歌唱教室登録者のなかから，質問紙調査当日の参加者（50 代から 80 代） 
目的：歌唱教室に継続して参加することでの参加者の精神面，意識，感情やその他の変化，参
加者の現段階での今後の目標を調査する。 







歌う会に参加して何か変化があった方へ。どのような変化がありましたか。（自由記述）     
質問３．歌声についての悩みや思っていることはありますか。(２件法)（自由記述）       
質問４．今後も歌うことを続けて行きたいですか。（５件法）                 
質問５．現在，歌うことに関して，何か目標がありますか。（自由記述）          




























































































































































































































































































（４）ともしび HPhttp://www.tomoshibi.co.jp/index.html（2014 年 12 月 11 日採取） 
（５）喫茶店 acacia HP http://members3.jcom.home.ne.jp/acaciaw/（2014 年 12 月 11 日採
取） 
（６）内閣府『平成 25 年度高齢者の地域社会への参加に関する意識調査結果（概要版）』 





Eagleton, T. Ideology: An Introduction. Verso, 1991. (テリー・イーグルトン，大橋洋一（訳）
『イデオロギーとは何か』，平凡社，1999.） 
（10）テリー・イーグルトン，再掲（９），p.55，1999． 
（11）Holzman L., Vygotsky at Work and Play. Routledge, 2008.  (ロイス・ホルツマン，茂




































































                                                   













筆者が 2015 年より隔週１回 60 分の音楽療法を実施（参加人数 20 名前後／男：女＝３：７）
している有料老人ホーム W（以下 W と表記）と，2012 年より毎週１回 60 分の音楽療法を実
施（参加人数 30～40 名／男：女=１：４）している介護付有料老人ホーム Y（以下 Y と表記）
に入居中の 85 歳から 95 歳（2017 年のインタビュー当時）の認知症者計７名（男性３名 E,F,G
女性 4 名 A,B,C,D）である。音楽療法参加歴は１年から７年で，対象者らの出席率は 95%と非
常に高い。加えて，７名と筆者は音楽療法の時間前後に会話を重ね，これまでに十分なラポー
ル1が築けていたことが，７名の選出理由である。研究期間は，A のみ 2016 年 10 月，B から































































ら。3 私は S（出身地名）ですからね，山の上の方へ行ったりしました。 
MT：4A さんは，歌はいつからお好きですか。A：5 子どものときから，4 歳から。6 それは，姉が勉強が
1 番で，勉強するときに私をへりにおらして（傍に居させて）自分がちょっと気に入らなければ，「あんた
が悪い」と怒られていた。 
MT：7 怒られながらも好きで歌われていたのですか。A：8 そう。9 それでみんな習いに行かれてたから。
102 階へ。11 あれはなんとか言う，先生の名前は忘れました。12 有名な先生だった。 
MT：13 どんな音楽ですか。A：14 ドドーあのー忘れたけどーははは。15 いわゆる音楽。16 それで，その
間に少しでもーなあ。17 いろんな家がありますなあ。18 私は，音楽があると聞いて，嬉しいなあとすぐ思
うた。19 それで，戦争が始まったでしょう。20 だいたい，1 時間の中に，5 人ぐらいが選ばれる。21 そこ






























MT：28 今も有名です。A：29 ああ，そう。30 あれが，お医者さんが次々へ変わられるんじゃ。31 という
のが，病気になったりするまではおられる。32 だから，私はここで歌を歌うというのは嬉しくて嬉しくて。
33（笑）それで，歌ってみたら下手で。 
MT：34 声はいつもよく伸ばされているもんね。35 よくこちらまで聞こえてくる。A：36 ほんとー。37 あ
りがとうございました。（中略） 
MT：38 今はお部屋では歌われんの？A：39 今は，病院（施設）から全然出ないから。40 でも，先生（筆
者）が来られだして，なんか自分で人間が変わったような。 
MT：41 ほんとに？42 そこまで言って下さるの？（中略：家に関すること）A：43 姉は，なんか東京まで
はいかないんですけど，えらい人が昔からおられるでしょう？44 それをしてるし，私なんかは，ちゃんと
家（施設）で歌わせてもらうのは当たり前という。 
MT：45 育ちのなかで，そうして歌われてきたのですね。A：46 うん。47 だからね，先生が来てくれると
きは嬉しくて嬉しくて，それで，1 回だけでいいからまた来て！と言いたかったけど，今日初めていう(笑)。 
MT：48 ありがとうございます。A：49 だからねー今日は歌の日と言ったら，もう飛び込んで。 
MT：50 ありがとうございます。51 嬉しいわ。52 歌いたい曲があったら言ってくださいよ。A：53 ありが
とうございます。54 私もはや，90 歳だからなあ。 
MT：55 もうそんな年齢が来られたん。A：56 時々（職員を指して）お姉ちゃんやあのおじさんも知ってい
るけど，私が先生（筆者）のように上手に歌えばいいのだけど，私はもう忘れてるからなあ。 
















MT：1 小さいときから独唱ばかり？2 それはどうして？B：3 いやー私は声が高いみたいよ。4 いつも（小
学校の）先生が並ばせるでしょ。5 そしたら私を引き抜くん。6 私を。7 だから一人で独唱ばっかり。 
MT：8 どんな曲を歌われた？B：9 いや子供の頃だから。 
MT：10 じゃあ，童謡とか？11 童謡いうてー今日歌ったような曲とか？B：12 そうね。13 子どもの頃だか
らね。14 もうクラスでね，いっつも先生が一人抜くのよ。15 だからね，私が高いみたい，声が。 
MT：16 あーそしたらいいわね。17 歌がそれだけ目立つ声だと。B：18 そ。19 だからこう，あれがあって
もね，いっつも一人で独唱させられるの。 
MT：20 ふーん。21 それは素晴らしいな。 
要約③：B は歌声が高いと言われたことがある（3 15）。小学校時代，他の児童と並んで歌って
いたら先生にいつも引き抜かれ，独唱をさせられた（5 7 14 19）。 
考察③ 
B は小学生の頃から目立つ歌声をしており（17），「だから一人で独唱ばかり」と，よく独唱










たいものを歌うんだから。24 うん。25 だけど，いろんな人がおったからね。26 クラブんなかにね。27 で
もね，私がうーんと好きだったのはね，八代亜紀。 
MT：28 あー八代亜紀さんのー≪雨の慕情≫？B：29 そうそうそうそう。30 うん。31 八代亜紀が好きじゃ
った。32 だからいろいろ歌った。33 昔のよ。 
MT：34 あーそう。B：35 高峰三枝子とかね。36 あのね，T（出身県）に帰ったらね，山の中腹ぐらいね。
37 石碑があるんじゃ。38 そこに立つとね，高峰三枝子の歌がでる。39 でてくるん。 








の曲を好んで歌った（28 29 30 31 32 33 34 35）。その施設には≪あざみの歌≫を好んで歌う















MT：56 八代亜紀さんの何が好き？57 声？58 性格？59 ふふ。B：60 声。61 曲が好き。62 あの人の・・・
なんだったかな。63 最後の一節をね。64 あるんじゃ。65 八代亜紀の。66 それで女の人，職員さんが話し
て。67B さんが歌ったら，その一節だけで歌になる」っていわれた。68 だからね。69 私，裏声使うらしい
んじゃ。 
MT：70 きれいな声ですもんね。B：71 さあ，どうか知らんよ。（中略）【職員に裏声を褒められたこと】 





















４）C と D の語り 
表５-２-８．語りの記述⑥：好きな歌（山下，2017） 
要約⑥：C は子どものときから歌が好き（1 2）で，D は C の歌の上手さを認めている（7）。
D は童謡を昔から歌っている（13 14）。子どものときに覚えた曲のなかで覚えている曲は，C
は≪浜辺の歌≫（22）だが，D は何の曲でも好きである（24）。インタビュー中に C が≪虫の











は好きな曲についての話題に乗せて自然発生し（30 31），C が歌い出したところへ D が加わっ
ていった（31）。このことから，幼少期に覚えた歌詞はそのまま記憶に残っているといえる。C
の歌は D やインタビュアーとの語りのなかで起こり，D も C の歌声によって覚醒し，C の声
MT：1 歌は子どものときから好き？D：2 好きです。 
MT：3 何が好き？4 どんな歌が好き？D：5 困ったな。C：6 どんな歌でも好き。D：7 この人うまい。 
MT：8 童謡とかは？ C：9 え？10 童謡。11 あー歌っとる。 
MT：12D さんは？ D：13 歌ってましたよ。14 長いこと。 
MT：15 じゃあ，子どものときに覚えた曲で，なんか今思いつく曲がある？ C：16 もっと小さいとき？ 
MT：17 いつでもいつでも。18 一番印象に残ったとか。C：19 好きなのはな。20♪あーしーたーはーまー
べーをさーまーよーえーばー♪という。 
MT：21 はいはい。22≪浜辺の歌≫だ。23D さんは？D：24 私は何でも好き。 


















MT：40 ここ？41 ここの前にもどっかで歌ったと思うけど，D さん，歌はどこで歌った？D：42 どこで歌
ったじゃろう。43 家かな。44 子どもが上手いんよ。45 子どもがみんな。 
MT：46D さんの子どもさん？ D：47 うん。 
MT：48 あーそう。49D さんは子どもさん何人おられるん？D： 50３人。51 今仲良しじゃから（C と手を
繋ぐ） 
MT：52 じゃあ C さんはどこで歌われたん？C：53 女学校の時じゃからなあ。54 女学校を出てからもー・・
（中略） 
MT：55 ええなあ。56D さんは？D：57 なんでも全部歌ようった。 
MT：58 民謡から何から全部？ D：59 うん。C：60 私は民謡を歌うたことがない。61 私は。 
MT：62 民謡はどこで歌ようった？D：63 クラブ。64 ふふふ。65 うちはお母さんがみんなもっとるから。 
MT：66 クラブ？67 クラブをもっとったってどういうこと？ D：68 クラブへ入っとるから。 
MT：69 ああ，民謡クラブに入っとるということか。70 それ，いつ頃の話？D：71 もっと声が出るとき。
72 今はもう。73 はは。 
MT：7450 代ぐらい？D：75 もっと前。76 若かった。7730 代ぐらいかなあ。C：78 私は民謡は好きなん
じゃけどなあ，民謡は何かな…。 
要約⑦：D はここ（施設）しか歌う場所がない（39）。ここに来る前は，自宅で D の子ども達
が歌っていた（44）。３人いる子どもは皆歌が上手い（45）。昔は民謡でもどんなジャンルでも
全部歌っていた（57 58 59）。民謡は母親が民謡クラブをもっていた関係（65）で，30 代の頃

























MT：80 あら，カラオケ好きなん？C：81 いやー嫌いなん。D：82 好き好きがあるからなあ。83 でも，い
まだに覚えてるっていうことは好きなんだよね。84 ずっと。 
MT：85 子供の時の後に D さんは自衛隊をやってたと言われてたけど，そのときも歌った？D：86 うん。
87 ようけー（沢山）なんやかんや（何でも）歌った。 
MT：88 何やかんや歌った？89 いろんなのを？D：90 でも今は，もう駄目じゃな。 
MT：91 駄目なことはないよ。92 大丈夫。C：93 一人で歌うんじゃなくてな。94 合唱団。 
MT：95 それはいつ頃？C：96 いやーいっつも合唱団に。D：97 プロじゃな。 
MT：98 合唱団の，それは社会人合唱団みたいな？C：99 いやーそんな有名な合唱団ではねーけど。100 ち
ーせー（小さい）の。 
MT：101 ママさんコーラス？C：102 そんなんできてねー（ない）。 
MT：103 じゃあ，その辺の集まった人と歌ったん？D：104 みな上手。C：105 そのときに，友達と。D：
106 そうよ。107 先生（筆者）に会うのが（筆者の手を取り）いっつも楽しみで楽しみでいけんの。 
要約⑧：C はカラオケが嫌いで一度も行ったことがない（79）。D は「好き好きがあるから」
と C のカラオケが嫌いと言った（81）理由を考え，「いまだに（歌を）歌えるのは（歌が）好
きだから」と C をフォローした（83）。C の話ばかりになっていることを気にした筆者は，D
自身の語りを引き出すため，D に自衛隊時代のことを問いかけた（85）。D は何を歌ったのか






いるっていうことは，（歌が）好きなんだよね」と C を思いやっている（82 83 84）。C の，（カ
ラオケは嫌いでも歌は好きだ）という気持ちを代弁しており，C もそれに反論していないこと













表５-２-11．語りの記述⑨：詩吟の先生をしていた D と国体へ行った C（山下，2017） 
C：108 ダンスが好きじゃけえな。109 第 2 回の国体でなあ。（中略）110 一応私らのチーム 2 位になった
んよ。 
MT：111 それは何のやつで行ったん。112 そこの国体へ行かれたん。C：113 いや，やっぱり歌じゃったと
思う。114 確か歌じゃった。 






知ってるんじゃな。D：121 やっぱしねえ。122 途中で投げたらいけん。123 続けにゃあいけん。 
MT：124 ええこと言うなあ。D：125 ごめん。126 頑張りましょう。 
MT：127 いいこと言われましたね。（中略）D：128 ありがとうございました。129 長いこと。130 うちら
あ，まだ教わりょうるよ。 













それを誇らしく思っていることが窺われる（109 110）。D は，C の大会出場話を再び現在の音
楽療法と混同し，「先生（インタビュアー）のおかげ」と言った（116）。C はその間違いを気に
する様子はなく，否定もせず沈黙していた。C は D とインタビュアーが会話している傍で≪星
影のワルツ≫≪浜千鳥≫を思い出していたと推測できる。そして，会話の隙をみて思い出した












MT：1 皆さんは歌はいつぐらいからお好きなん。E：2 いやーそりゃーもう子どものときからな。 
MT：3 子どものときから？E：4 大正，昭和，言うようなねーあれはものすごい歌が流行ったんじゃ。 
MT：5 じゃけど，歌が好きじゃなかったら歌わんじゃろうから。F：6 あの時分は，学校に音楽なんかない。
7 オルガンかなんか，全然使わなんだけどな。 
MT：8 そしたら，どうやって覚えたんですか。E：9 そりゃー流行歌じゃからな。F：10 流行歌でレコード




MT：18 はいはいはい。E：19 お百姓でもね，皆んな蓄音機を持っとったん。 
MT：20 こういうやつじゃ。21（ジェスチャーで表す）大きいこういうやつ。E：22 そう。G：23 そう。






























うしね。36 窓の外にはアドバルンが上がっとるしね。G：37 ははは。 
MT：38 それで止められんかったんか。E：39 それで皆で歌って女の子も男の子も。40 そのときは男女共
学だったから。F：41 あーそりゃ皆知っとるわ。E：42 皆知っとるでしょう。43 そこで歌うたんじゃ。F：
44 大合唱か。E：45 そしたら，へへ。46 先生が怒ってなあ。47 女の先生じゃけどな。483 年生。49 校長
室へ行きましょういうてわしの手を引っ張ってな。G：50 ほほほほほ E：51 だーっと行ったんじゃ。 
MT：52 それで，行ったらどうなったんですか。E：「53 すいません。54 今日流行歌を歌いまして」55 言
うたら，校長先生がな。「56 ほう分かった分かった。57 もう帰れ。」58 言うてやさしゅう言うてくれたん
じゃ。 
MT：59 よかったですねえ。E：60 うん。61 そしたら，その次の朝な，校長先生が朝礼台に立ってな。62
朝礼のときに。F：63 はいはい。E：64 昨日生徒が流行歌を歌うたと。65 ここでは絶対流行歌を歌うたら
いけんぞと止められてなあ。 
MT：66 大事件になったんじゃ。G：67 ははは。E：68 大事件もええとこじゃ。 
MT：69 じゃけど今じゃったらあんまり考えられんけどね。E：70 そうそう。 
MT：71 そうか。72 その当時は歌ったらいけんかったんですか。E：73 昔は学校じゃ歌うちゃいけん言わ
れとったん。74 それを全員で歌うたもんじゃけえなあ。75 やられてなあ。76 あっはっは。 























し，そのことを担任の先生に叱られただけでなく（46 47 48）校長先生までに話が伝わり（49 
55 56 57 58），結果，翌日の朝礼で全校生徒に向けて注意されたときには級長としての責任を









E：83 歌とかね。84 浪曲とかな。 
MT：85 浪曲はどういうのがあるかな。E：86 あれ，「寿々木米若」とかな。 
MT：87 寿々木米若？G：88 寿々木米若っていう歌手がおるん。F：89 広沢虎造。G：90 そうそう。F：91
～石松（笑）。MT：92 さっぱりわからんけど。F：93 その頃のヒーロー。 
MT：94 じゃあ，その人達の歌も皆さん歌える？F：95 そりゃ歌える。E：96 浪曲もなあ，歌えるしなあ。
97 みんなそれは学校でもやりょうったしな。 



































































































































（１）厚生労働省 2014 年 11 月 19 日版『認知症施策の現状について』 
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan- 
sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000065682.pdf （2017 年 8 月 2 日採取） 
（２）内閣府平成 28（2016）年版高齢社会白書（概要）





（４）厚生労働省 2014 地域包括ケアシステム http://www.mhlw.go.jp/file/06- 










（８）Kidwood, T., Dementia reconsidered the person comes first．Philadelphia: Open 









（13）Frey, J. H., Fontana, A., The group interview in social research．The social Science 







（18）やまだようこ『ことばの前のことば うたうコミュニケーション』，新曜社 p.53，2010． 
（19）小松一子『認知症高齢者の感情表出とケアへの示唆』ウインかもがわ，p.33，2013． 
















































X 年 10 月から X＋２年 1 月の１年６ヶ月，計 32 回のうち，X 年 10 月から X＋１年３月（12
回）を前期調査期間（関心期），X＋１年４月から８月（10 回）を中期調査期間（自我伝達期），








参加人数：15 名から 22 名程度 
参加者の年齢層：対象者以外は 70 代後半から
100 歳 
                                                   
1 セラピストとクライエントとの間の信頼関係のこと。 
図５-３-１．Depression and Other Common Disorders – 

















音楽療法は，毎回，図５-３-２の形式で行った。M は○M 位置にいることもあれば，○I ，○J ，
○K ，○L の位置に移動することもあった。M は，大抵は MT の表情がみえアイコンタクト可能な
距離にいた。ビデオ（図５-３-２の〇斜線参照）は，MT から M がみえることに配慮して M の




１）前期（関心期）      表５-３-１．前期（山下，2018） 

















































２）中期（自我伝達期）    表５-３-２．中期（山下，2018） 
X＋１年４月（11 回目），≪高原列車は行く≫に合わせて指折り体操をしたが，中指，薬指
だけ折るのを難しそうにすることが多かった 1。５月（13 回目），≪鯉のぼり≫の歌が２種
類あるのを再確認し，喜んだ。６月（16 回目），「楽しみにしてますから」と MT に声を掛


































































うときの口の大きさ等に意欲が表れていた。2 では，MT が M の体調の悪化を，顔色から判断
できたので，曲についての話をしながら M の様子を窺った。気持ちが沈んでいても能動的活動
である音楽療法に出席していたなら，M の行為は，その行為それ自体が自己世界から外界へと
向かったことを表している。MT は M にそのときの気持ちや体調を尋ねることで，M 自身が
































る。娘に，聴きたい CD を３枚だけ買ってきてもらった。                                         
MT：歌の時間を取り入れるようになって，何か変わったことはありますか。それとも何も





な好きな曲はあると思う。                             
MT：これからもっとこんなことをしてほしいというのはあり
ますか？                       
M：とくにない。歌いたい曲をたまに歌えるとなおいいなあ。                                    
MT：今日は長時間お話して下さりありがとうございます。 
すみませんでした。                                
M：いえ，先生とたくさん話せたし一緒にいられたから嬉しかった。 
考察④ 















（１）X＋１年１月６日 音楽療法間の M，N と MT の会話 
 次の場面１から９はビデオから抽出している。MT が音楽療法のプログラムを進行し，次に
歌う曲の≪月がとっても青いから≫にちなんで月の話題を参加者にもちかけて歌い始めるまで
の１分 15 秒間の場面を抽出した。場面は，音楽療法の残り約 15 分からの展開である。この日
の参加人数は 19 名で，講師の定位置前方に M が座り，偶然にも M の右隣りに N が座ってい
た。施設職員によると，N は M と部屋が近く互いに親しい間柄である。この場面を取り上げた




















48:45  M（少しか弱い声で）はい 
48:46  MT（M の声に気づき，ページをめくりなが
ら）見られました？ 
48:47  M（もう一度 MT の目を見て）はい 
48:48  MT（M と目を合わせて）見られました？ど
んな月でした？三日月？ 
48:50  M あの （ー隣の N に目をやりながら）三日
月。（N が M の「三日月」という言葉に反応し，
MT に視線を向ける） 
48:51 M わざわざ （ー右隣りの N を右手の割りばし
で指し）呼んでくれてー。 
48：53 MT ああ！ 
48:54 M（N を割りばしで指し）お部屋から。 
48:55 MT（N に目を移し）お部屋から？ 
48:55 N（MT に視線を移し掠れた声で）そう。 
48:57 MT 素敵，はは（N は MT に視線を移す） 
48:59 M（割りばしで N を指しながら微笑む） 
49:00 MT へー素敵－（M に目を移し）三日月はす
ごい素敵ですもんね。 
場面 1 場面 2 










49:03 M（MT を見ながら，うんうんと 2 度うなず
く） 











最近見たかと尋ねた。それに M が「はい」と反応したので，MT は M に視線を移動したとこ
ろである。M の表情は，頬が上がり少し笑みを浮かべた状態である。場面２では，M の隣に座
る M と仲のよい N が歌詞ページをうまくめくれていないことに気づいた MT が N の歌詞ペー
ジをめくりながら M と話の続きをするために，M と視線を合わせたままの状態である。M は
頭を少し MT の方に傾けたことにより，M が右手にもつ割りばしの角度が上方に 40 度上がっ
ている。さらに，M は会話を続けるとために，身体を MT の方に向ける。M は，話を聞いても
らおうと MT へ向けて身を乗り出している状態である。多ジャンルに興味があることを筆者に
伝え，音楽療法内でもいろいろなジャンルの音楽に対応してほしいという気持ちと，場面３で
は，MT が M に「どんな月でしたか？三日月？」と尋ね，M が返答する場面である。M は隣
の N を意識し，N も何かを思い出したように MT へ視線を向ける。場面４では，M がわりば









 場面５では，「月がきれい」と N が教えてくれたことを喜びながら「お部屋から」と言って
いる。M と N はこのとき，２人で月のきれいな様子を共有したことが表情に示されている。そ
して，N は，自身が確かに月のきれいな様子を M に教えたことを思い出し，視線を MT に向
け，「そう」と発話し MT に伝える。場面６では，MT が２人で月を一緒に眺めている様子を
想像し，「素敵」と言って，２人を交互に見る。N は少し照れた様子で，M は気持ちを高揚さ
せ，笑顔になった。場面７では，M が MT の気持ちに賛同するように「はい」といい，その後
２度も首を縦に振ってうなずく。「とてもきれいだった」と言わんばかりの反応である。MT は



















































ことや，音楽療法を施設で行うことの重みを感じた。M の存在を心の拠り所にしていた N は，
M の訃報を聞いた後，半年間，食事や入浴以外には部屋から出て来ない程塞ぎ込んだ。職員が
N を音楽療法に誘ったが幾度も断った。おそらく M と過ごした時間や M への思いを巡らせて
いたのであろう。M の逝去後半年が経ったとき，N が不意に音楽療法に顔を出し，M との別れ
について，遠くを見つめながらこう言った。「寂しかった。寂しいってもんじゃない。この歳




（１）WHO 2017 “Depression and Other Common Disorders” 
http://apps.who.int/iris/bitstream/handle/10665/254610/WHO-MSD-MER-2017.2-
























（Alzheimer’s type dementia：略称 AD，以下 AD と略す）のある女性を取り上げる。この対
象者は，筆者が 2014 年 10 月から 2016 年４月の期間に某高齢者施設で実施した音楽療法に参

















筆者の行う介護付有料老人ホームでの音楽療法に参加している AD 女性 I を対象に，２年９































ADL（Activities of Daily Living）／日常生活動作等：見守りなく歩行は可能であるが，トイレ
介助を要する。 
 
情報１（情報採取時期 X 年 10 月，情報元は職員及び筆者）：厳格なクリスチャンの家庭で育
ち子どものしつけに厳しかった。日常生活では女性に対して攻撃性があり人がちやほやされる
のを嫌がる。押し車を人にぶつけたり，手を出したりすることもある。気の合わない人へは攻















































 認知症の症状には，行動・心理症状である周辺症状／BPSD（Behavioral and Psychological 





















X 年 10 月から X＋３年 7 月までの２年９ヶ月の期間で，X 年 10 月から X＋１年３月を主張
期，X＋１年４月から９月を自己表現期，X＋１年 10 月から X＋２年４月を安穏期，X＋２年
５月から X＋２年 12 月を確認期，X＋３年１月から X＋３年７月を不安期とした（期間の名称








X 年 10 月，休憩時間の BGM 演奏≪Over the Rainbow≫を，「私はわからん。難しい曲は
程々にして一曲でも多く歌いたい」「クリスチャンの学校出身だから聖歌を歌いたい」等と言






X 年 10 月に，自身がクリスチャンの学校出身で聖歌を歌いたいと要望を出してきたことや，
「難しい曲は程々にして一曲でも多く歌いたい」と，知らない曲よりもわかりやすい曲にして
















































































































































































































が I の快感情を引き出したと考察する。 
確認期には，源氏物語についての知識が確認できプライドの高さが露わになった。しかし，
その次の回で MT へ「お姉ちゃん」と発話し足早に近寄る I からは，不快感情が観察できかな





の経験や学生時代の思い出が曲を通して I に湧き起こり，歌うことが I を覚醒させた。目を見








































（１）厚生労働省 2012 資料７－１ 認知症と軽度認知機能障害について
www.mhlw.go.jp/topics/2009/05/dl/tp0501-siryou7-1.pdf（2018 年４月 27 日採取） 





















































































































































（１）自身の生きてきた過去の回想 → (A)自己の生の確認  
（２）生活の質の向上，精神性の会得 → (B)人生の質の向上，(C) 幸福な老い，(D)自己肯
感，(E)生きる意味の更新 
（３）向上心・音楽の追求 → (F)未来への意欲の向上，(G)芸術の享受と創出 
（４）歌や歌声への自信 → (H)自尊心の高揚 
（５）他者との関わり → (I)他者との良好な関係 



































































































(A) 自己の生の確認 ６ 
(B) 人生の質の向上 ４ 
(C) 幸福な老い ５ 
(D) 自己肯定感 ５ 
(E) 生きる意味の更新 ６ 
(F) 未来への意欲の向上 ７ 
(G) 芸術の享受と創出 ８ 
(H) 自尊心の高揚 ２ 
(I) 他者との良好な関係 ６ 
















































































































nologie de la Perception. Gallimard, 1945. (モーリス・メ
ルロ＝ポンティ，中島盛夫（訳）『知覚の現象学』，法政大学出版局，2009.) 
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・佐々木和佳・内田達二・村田康子他「第 9 回プロジェクト研究論文 認知症高齢者への音楽
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・杉下守弘・朝田隆「高齢者用うつ尺度短縮版－日本版（Geriatric Dopression Scale-Short 
Version –Japanese,GDS-S-J）」『認知神経科学』Vo.11 No.1，2009． 

























・THE BEST『ザ・ベスト・オブ・マリア・カラス』CD 解説，東芝 EMI，1992． 
 
【TV】  
・NHK 番組「歌って心も体も若返る！」『団塊スタイル』，2015 年 10 月 23 日 NHK 放送，
2016 年 2 月 12 日 NHK 再放送． 
 





・中国学園大学 http://www.cjc.ac.jp/about/lecture.html（2018 年５月９日採取） 
・エンドオブライフ・ケア協会 HP https://endoflifecare.or.jp/（2017 年７月１日採取） 
・福山市老人大学 http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/roujindaigaku/39121.html
（2019 年２月 26 日採取） 
・はぁもにぃ倉敷 http://www.harmony-k.jp/（2018 年５月９日採取） 
・平成 28（2016）年度版厚生労働白書－人口高齢化を乗り越える社会モデルを考える（７）
http://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/16/（2018 年 5 月 27 日採取） 
・平成 29（2017）年 7 月 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 音楽編 
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/20
18/05/07/1387017_7_1.pdf（2019 年 2 月 25 日採取） 
・平成 29（2017）年 7 月 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 音楽編
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/20
18/05/07/1387018_6_1.pdf（2018 年 5 月 7 日採取） 
・平成 27（2015）年 岡山市第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
http://www.city.okayama.jp/contents/000213933.pdf（2018 年 5 月 27 日採取） 
・放送大学 https://www.ouj.ac.jp/（2018 年５月９日採取） 






・医療法人和泉会いずみ病院 http://www.izumihospital1985.or.jp/（2018 年５月 8 日採取） 
・医療法人髙志会柴田病院 http://www.shibata-h.jp/rehabilitation_music.php（2018 年５月８
日採取） 
・医療法人社団向陽会向陽病院 http://www.koyo.or.jp/（2018 年５月８日採取） 
・板橋グリーンカレッジ www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/066/066953.html（2019 年２






・介護予防マニュアル第８章うつ予防・支援マニュアル 2012 年 
http://www.mhlw.go.jp/topics/2009/05/dl/tp0501-siryou8-1.pdf（2018 年４月５日採取） 






m.ac.jp/center/extension_course_pt/（2018 年５月 8 日採取） 
・吉備国際大学 http://kiui.jp/pc/info/news/1130/（2018 年５月８日採取） 
・北ふれあいセンターHP 
http://www.okayama-fureai.or.jp/sitetop1/kita/kouza/kfckouza.html（2018 年５月８日採取） 
・喫茶店 acacia HP http://members3.jcom.home.ne.jp/acaciaw/（2014 年 12 月 11 日採取） 
・国際長寿センター，長寿社会グローバルインフォメーション特集号 International Longevity 




・厚生労働省 2014 年 11 月 19 日版『認知症施策の現状について』 
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan- 
sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000065682.pdf （2017 年 8 月 2 日採取） 
・厚生労働省 認知症サポーターとは 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000089508.html（2017年１月７日採取） 
・厚生労働省 2012 資料７－１ 認知症と軽度認知機能障害について
www.mhlw.go.jp/topics/2009/05/dl/tp0501-siryou7-1.pdf（2018 年４月 27 日採取） 
・厚生労働省 2014 地域包括ケアシステム http://www.mhlw.go.jp/file/06- 
Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000061858.pdf （2018 年 3 月 1 日採取） 
・厚生労働省政策総括観付政策評価官室委託 高齢社会に関する意識調査 2016 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000137669.html（2018 年 5 月 27 日採取） 




Roukenkyoku-Koureishashienka/0000177627.pdf（2019 年 2 月 15 日採取） 
・倉敷芸術科学大学 http://www.kusa.ac.jp/cocs/（2018 年５月９日採取） 




（2014 年 9 月 5 日採取） 
・倉敷市立短期大学 http://www.kurashiki-cu.ac.jp/kcc/（2018 年５月９日採取） 
・倉敷市生涯学習推進本部発行「第 51 号学習へのいざない」http://www.kurashiki-
oky.ed.jp/data/open/cnt/3/6005/1/izanai51.pdf（2018 年５月８日採取） 
・京都高齢者大学校 http://kyoto-koudai.jp/?page_id=1171（2019 年２月 26 日採取） 
・京都シニア大学 https://www.kyoto-senior.net/（2019 年２月 26 日採取） 
・救世軍ブース記念病院 http://boothhp.salvationarmy.or.jp/（2018 年５月８日採取） 





（2019 年２月 26 日採取） 
・内閣府 2012 生涯学習に関する世論調査 https://survey.gov-online.go.jp/h24/h24-
gakushu/index.html（2018 年 5 月 29 日採取） 
・内閣府『平成 25（2013）年度高齢者の地域社会への参加に関する意識調査結果（概要版）』 





http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h27/zentai/index.html（2018 年 5 月 27 日採取） 
・内閣府平成 28（2016）年版高齢社会白書（概要）
http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2016/html/gaiyou/s1_2_3.html（2017 年 8 月
7 日採取） 
・ 内閣府 平成 29（2017）年版高齢社会白書（全体版）
http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2017/html/zenbun/index.html（2018 年 5 月
27 日採取） 
・二木鉱三のうた物語 HP http://duarbo.air-nifty.com/（2015 年５月 18 日採取） 
・日本音楽療法学会 HP http://www.jmta.jp/（2017 年７月１日採取） 
・日本整形外科学会公認ロコモティブシンドローム予防啓発公式サイト https://locomo-
joa.jp/locomo/（2017 年 6 月 18 日採取） 
・新見公立大学・新見公立短期大学 http://www2.niimi-c.ac.jp/（2018 年５月９日採取） 































・岡山市 関係機関の所在地等 HP 








・音無美紀子の歌声喫茶 HP http://otonashi-utagoe.jp/（2018 年５月 16 日採取） 













・Sonic City HP  https://www.sonic-city.or.jp/?p=11788（2018 年 5 月 19 日採取） 
・就実大学・就実短期大学 http://www.shujitsu.ac.jp/shakairenkei/2139.html（2018 年５月８
日採取） 
・ともしび HPhttp://www.tomoshibi.co.jp/index.html（2014 年 12 月 11 日採取） 
・東洋英和女学院大学生涯学習センター
http://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/shisetsu/syougai/2015/07/29.html（2018 年５月 16 日
採取） 
・歌声喫茶サミーHP http://utagoekissa.my-sammy.com/（2018 年５月 16 日採取） 
・うたごえ喫茶ともしび HP http://www.tomoshibi.co.jp/sinjyuku/zenkoku.html（2018 年５
月 16 日採取） 
・歌って踊れる青春ポップスヤマハの教室で https://school.jp.yamaha.com/seishun/（2018 年
５月９日採取） 




・ウィキペディア HP http://ja.wikipedia.org/wiki/（2015 年５月 18 日採取） 
・ヤマハ大人の音楽レッスン https://school.jp.yamaha.com/music_lesson/（2018 年５月９日
採取） 
・横浜シニア大学 http://yokorouren.com/（2019 年２月 26 日採取） 
